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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます。
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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消
防
本
部
で
は
、
防
災
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

後
の
皆
さ
ん
の
防
災
に
つ
い
て
の
対
応
状
況
を
調
べ
、
今
後

の
防
災
対
策
事
業
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
た
も
の

で
す
。
今
回
は
、
調
査
結
果
と
防
災
の
心
構
え
、
市
の
対
応

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
Ⅱ
消
防
本
部
Ⅱ

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
る
中
で
、
ご
家
庭
で
の
防
災
に
つ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
防
い
て
の
意
識
や
、
地
涯
対
策
な
ど

災
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
に
つ
い
て
調
べ
、
市
の
防
災
対
策

我
が
家
の
防
災
対
策
調
査
の
結
果
ま
ど
ま
る

ご
家
庭
で
の
防
災
対
策
は
万
全
で
す
か

事
業
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
す
。

３
月
３
日
（
金
）
、
４
日
（
土
）
の

両
日
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

行
っ
た
調
査
に
は
、
約
１
０
０
０

名
の
皆
さ
ん
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

調
査
項
目
と
回
答
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
消
火
用
具
等
の
備
え

消
火
用
具
は
、
半
数
以
上
の
方

が
備
え
て
い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

初
期
消
火
の
た
め
に
、
一
家
に

般
低
一
本
は
消
火
器
を
備
え
た
い

も
の
で
す
。
使
い
方
に
つ
い
て
も
、

家
族
全
員
が
す
ぐ
に
使
え
る
よ
う
、

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
古
く
な
っ
た
も
の
は
性

能
が
低
下
し
ま
す
の
で
、
５
年
を

目
安
に
詰
め
替
え
る
こ
と
も
お
忘

れ
な
く
。

住
ま
い
の
防
災
対
策

◎
非
常
持
ち
出
し
品
の
備
え

約
６
割
の
方
が
、
何
ら
か
の
非

常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
て
い
る

と
答
え
て
い
ま
す
。
内
容
と
し
て

は
、
食
料
、
水
、
照
明
器
具
な
ど

で
す
が
、
大
地
震
な
ど
の
場
合
に

備
え
て
、
最
低
３
日
間
は
生
活
で

き
る
量
を
確
保
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

ち
な
み
に
、
大
人
１
人
が
１
日

に
必
要
と
す
る
食
料
は
、
カ
ン
パ

ン
で
は
約
４
０
０
客
、
水
は
飲
食

用
と
し
て
約
３
脚
が
目
安
で
す
。

た
だ
し
、
避
難
は
徒
歩
で
す
る

の
が
原
則
で
す
の
で
、
持
ち
物
は

成
人
男
性
で
迩
寿
。
《
成
人
女
性
で

、
諦
回
程
度
に
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

◎
家
具
等
の
転
倒
。
落
下
物
防
止

約
２
割
の
家
庭
で
、
転
倒
・
落

下
物
防
止
措
置
を
し
て
い
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
が
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
家
具
の
転
倒
・
落

下
に
よ
り
極
め
て
多
く
の
方
が
死

恵

一1

傷
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
《

不
十
分
な
数
字
で
す
。

消
火
器
具
や
非
常
用
持
ち
出
し

品
も
、
家
具
の
転
倒
で
身
動
き
が

で
き
な
け
れ
ば
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

も
う
一
度
、
ご
自
宅
の
部
屋
の

中
を
見
回
し
、
家
具
に
転
倒
防
止

器
具
（
写
真
）
を
取
り
付
け
る
、

ま
た
は
、
配
證
換
え
を
行
う
な
ど

の
対
策
を
識
じ
ま
し
よ
う
。

◎
火
気
使
用
器
具
の
安
全
措
置

耐
震
自
動
消
火
装
置
等
の
無
い

器
具
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
が
７

割
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
器
具
の
購
入
・
買
い
換

え
の
際
は
、
安
全
装
置
の
有
無
も

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
消
防
署
で
は
、
各
家
庭
の

住
宅
防
火
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

いざという時のために

自主防災組織づくりを

地域防災をみんなの協力て
ノに

地
渡
や
台
風
な
ど
の
災
害
か
ら

皆
さ
ん
の
尊
い
命
、
大
切
な
財
産

を
地
域
ぐ
る
み
で
守
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
市
で
は
自
治
会
を
母
体

と
し
た
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
結
成
の
際
に
は
、

防
災
活
動
に
必
要
な
査
材
等
に
対

し
て
助
成
（
鋤
万
円
以
内
）
を
行

い
、
消
火
器
、
担
架
、
テ
ン
ト
な

◎
地
煙
直
後
の
行
動

阪
神
・
淡
路
大
謹
災
に
お
け
る

火
災
被
害
の
大
き
さ
を
反
映
し
て
、

火
を
消
す
、
と
の
回
答
が
最
も
多

く
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
渡
の
際
は
、
ま
ず
火
の
始
末

を
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
天
ぷ

ら
油
な
ど
の
熱
い
液
体
が
入
っ
た

な
べ
に
あ
わ
て
て
近
づ
く
と
、
油

な
ど
が
あ
ふ
れ
出
て
危
険
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
激
し
く
揺
れ
て
い

て
初
め
に
火
を
消
せ
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
無
理
に
火
に
近
づ
か
ず

に
落
下
物
な
ど
か
ら
身
を
守
り
、

謹
動
が
弱
ま
っ
て
ケ
ガ
の
心
配
が

な
く
な
っ
た
段
階
で
火
を
消
し
、

あ
わ
せ
て
元
栓
も
閉
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
謹
災
後
の
二
次
災
害
防

止
の
た
め
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
場

合
は
ボ
ン
ベ
の
栓
を
、
都
市
ガ
ス

の
場
合
は
家
の
外
の
栓
を
閉
め
、

電
気
器
具
特
に
熱
を
発
す
る
も

の
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き
、
ブ

レ
ー
カ
ー
も
切
り
ま
し
ょ
う
。

◎
避
難
場
所

７
割
を
超
え
る
方
が
、
知
っ
て

い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作

及
．
避
難
場
所
や
消
火
栓
な
ど
の

位
壷
を
地
図
上
に
表
わ
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
マ
ッ
プ
配
付
場
所
市
役

所
市
民
課
、
各
支
所
、
行
政
連
絡

所
（
各
家
庭
に
は
、
昨
年
、
月
に

自
治
会
等
を
と
お
し
て
配
付
済
み
）

防
災
意
識

」

司
V

l

－－

ど
、
幅
広
く
用
意
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
在
は
”
団
体
が

設
立
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

は
、
団
体
に
対
し
て
助
成
を
行

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
防
災
係
云

（
鋸
）
１
１
１
１
内
線
２
１
７

◎
自
主
防
災
組
織
へ
の
参
加

参
加
し
て
い
る
と
答
え
た
方
は
、

全
体
の
２
割
以
下
で
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
の
よ

う
な
大
規
模
な
災
害
の
場
合
、
公

的
機
関
に
よ
る
救
助
活
動
に
は
限

界
が
あ
り
、
近
所
の
皆
ざ
ん
と
の

協
力
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
ま
す
の
で
、
組

織
結
成
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
（
別
掲
参
照
）

◎
災
害
に
つ
い
て
の
家
族
で
の
話

し
合
い

８
割
を
超
え
る
方
が
話
し
合
っ

市
へ
の
要
望
の
主
な
内
容
と
、

そ
の
対
応
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
な
ど

と
の
連
辨
に
よ
る
指
揮
・
連
絡

系
統
の
確
立
と
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
確
保
の
体
制
づ
く
り

市
で
は
、
防
災
会
議
に
国
や

県
の
機
関
、
警
察
、
電
気
・
ガ

ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係

会
社
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
陸

上
自
衛
隊
松
戸
駐
屯
地
、
海
上

自
術
隊
下
総
基
地
の
代
表
を
加

え
、
災
害
の
際
に
協
力
・
連
携

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
防
火
水
槽
の
増
設
な
ど
の
設

備
面
や
備
蓄
物
資
の
充
実

消
火
用
水
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
貯
水
槽
の
設
澄
に
加
え
、

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

市
に
対
す
る
要
望
と
そ
の
対
応

9

た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
、
災
害
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

災
害
時
の
連
絡
の
取
り
方
、
集

合
場
所
を
話
し
合
う
と
と
も
に
、

家
の
中
、
外
の
安
全
点
検
、
避
難

場
所
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
地
鯉
の
際
最
も
有
効
な
も
の

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
行
政
機
関

か
ら
の
情
報
を
上
げ
た
方
が
、
６

割
近
く
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
災
害
”
際
防
災
行
政

無
線
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
に
正
確

な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

◎
防
災
・
救
急
訓
練

防
災
訓
練
に
は
、
５
割
を
超
え

る
方
が
参
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、

救
急
応
急
処
謹
鱗
習
へ
の
参
加
者

は
、
３
割
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
皆
さ
ん
に
ケ

ガ
人
や
病
人
の
応
急
手
当
て
の
知

識
と
技
術
を
学
ん
・
で
い
た
だ
く
た

め
「
普
通
救
命
識
習
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
の

防
災
訓
練
も
実
施
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
冠

（
鍵
）
０
１
１
９

河
川
・
手
黄
沼
な
ど
の
水
の
利

用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

備
蓄
物
査
に
つ
い
て
は
、
品

目
の
検
討
、
内
容
の
充
実
を
図

り
、
避
雌
場
所
で
の
分
散
保
管

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

◎
災
害
時
の
正
確
な
情
報
提
供

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
情
報

提
供
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
情

報
収
集
・
伝
達
の
た
め
に
携
帯

電
話
を
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
に
よ
る
「
ふ
る
さ

と
千
葉
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
地
上
及
び
衛
星
回
線
を
使
用

し
た
砿
話
・
フ
ァ
ク
ス
を
活
用

し
、
県
や
近
隣
市
町
村
な
ど
と

情
報
交
換
を
行
い
、
正
確
で
迅

速
な
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

下総基地の米軍機使用絶対反 対
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全
国
人
権
擁
謹
委
員
連
合
会
で

は
、
毎
年
６
月
１
日
を
〃
人
権
擁

錘
委
員
の
日
〃
と
定
め
、
人
権
思

想
の
啓
蒙
に
努
め
て
い
ま
す
。

い
じ
め
、
体
罰
な
ど
、
子
ど
も

を
め
ぐ
る
人
権
問
題
は
、
今
や
社

会
的
問
題
。

人
権
擁
鍍
委
貝
は
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
人
権
を
擁
護
す

る
た
め
、
「
子
ど
も
の
人
権
を
守

I
ろ
う
・
・
・
い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
見
逃
さ
な
い
」
を
啓
発
活

動
重
点
目
標
に
掲
げ
、
欲
極
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
、
全
て
の
人
が
等
し

く
幸
せ
な
生
活
を
営
む
た
め
の
基

本
的
な
権
利
。
人
権
擁
謹
委
員
は
、

６
月
で
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

会の

募集し

策定懇談
委員を すまお

気
軽
に
ご

《

市
で
は
、
我
孫
子
駅
前
と
手
寅

沼
公
園
に
隣
接
す
る
市
の
所
有
地

の
利
用
計
画
を
、
本
年
度
中
に
策

定
す
る
予
定
で
す
。

対
象
と
な
る
我
孫
子
駅
前
の
土

地
は
、
現
在
、
仮
店
舗
や
駐
車
場
、

自
転
車
駐
車
場
等
に
利
用
さ
れ
て

い
る
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
と
イ
ト
ー
ョ
ー

カ
堂
の
間
に
あ
る
土
地
約
５
６
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
手
鐙
沼
公
園

に
隣
接
し
た
土
地
は
、
現
在
、
仮

設
住
宅
や
学
童
保
育
室
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
る
約
５
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
土
地
で
す
。

い
ず
れ
の
土
地
も
市
の
中
心
拠

点
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
計
画

の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の

代
表
者
な
ど
狸
名
で
鱗
成
き
れ
る

策
定
懇
談
会
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
変
の
実
施
等
に
よ
り
、
皆
さ
ん

の
意
見
を
充
分
に
反
映
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

こ
の
策
定
懇
談
会
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
委
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
薇

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ

う
に
監
視
し
た
り
、
人
権
が
侵
さ

れ
た
人
が
い
た
場
合
に
は
相
談
相

手
と
な
っ
て
、
救
済
に
努
め
て
い

ま
す
。

市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘔
し

た
５
名
の
人
権
擁
謹
委
員
（
下
表

参
照
）
が
い
ま
す
。

相
談
は
、
毎
月
第
４
月
曜
日

（
た
だ
し
５
月
は
調
日
、
哩
月
は

４
且
に
市
役
所
市
民
相
談
室
で

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
自
宅
で
も
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
市

民
相
談
係
云
弱
）
１
１
１
１

申

相

談
を

▼
募
集
人
員
３
名
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
懇

談
会
委
員
の
応
募
に
当
た
っ
て
の

意
見
・
提
言
等
を
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

１
伝
人
権
擁
護
委
員 。

｜

’’
、

を
明
記
し
、
５
月
証
日
（
水
・
必

着
）
ま
で
に
我
孫
子
１
８
５
８
企

画
財
政
部
企
画
課
云
（
唖
１
１
１

１
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

診
鮭
舩
循
詐
沸

離
職
蹴
辮
方
を
対

各
象
に
７
月
零
の
霊

辛
生
水
曜
日
、
保
健
セ
ン
タ

〃
も
ｌ
で
行
い
ま
す
。

度
す
柵
磯
購
懲

一
診
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
※
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン

〃
１
タ
ー
で
の
検
診
受
付
は
、

年
》
灘
謝
儲
簾

／
Ｉ
、
（
下
表
参
照
）
で
は
、

年に－度は各種検診

｜
’ 哩

月
ま
で
直
接
受
診
で
き
ま
す
。

〈
委
託
医
療
機
関
で
受
診
を
〉

◎
乳
が
ん
検
診

釦
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
、

廻
月
ま
で
委
託
医
療
機
関
で
行
い

ま
す
。

◎
大
腸
が
ん
検
診

如
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
日

か
ら
巫
月
ま
で
委
託
医
療
機
関
で

行
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
委
託
医
療
機
関
で
、

直
接
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
診
券
の
持
参
を
〉

対
象
と
な
る
方
に
は
４
月
に
受

診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診

す
る
と
き
に
は
、
受
診
券
に
電
話

番
号
を
記
入
し
、
切
り
離
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
が
な
く
て
も
受
診
で
き

ま
す
の
で
、
直
接
受
付
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

▼
輩
用
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

垂
（
師
）
１
１
３
１

2

『
１

。

▼委託医療機関

’

｜
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
結
果

▼農業委員会新委員（届出順）
任
期
満
了
に
伴
う
挫
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
は
、
４
月
西
日

（
且
に
立
候
補
届
け
出
が
行
わ

れ
、
定
数
巧
名
に
対
し
て
立
候
補

園
Ⅱ
０
０
砂
恥
‐
ロ
０
味
ｑ
ｄ ’卜

Ⅱ
。
■
■
■
■
■
■
■
■
８
０
ｒ
巳
仏
１
１
■
■
■
ｒ
１
ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
‐
１
，
．
Ｆ
■
Ｐ
」
一
言
輻
ｗ
叩
昨
“
・
園
●
鳳
卜
ｐ
０
Ｉ
ｒ
ト
【
，
Ｉ
Ｉ
ｐ
ｒ
０
１
１
１
１
１ I

が
巧
名
と
委
員
定
数
を
超
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
選
挙
は
行
わ
れ
ず
、

４
月
聖
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
選

’
r

リ

挙
会
に
お
い
て
無
投
票
で
左
表
の

方
々
の
当
選
が
確
定
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
員

会
壷
（
理
１
１
１
１

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
’
ｉ
‐
Ｉ
Ｊ
０
ｌ
０
ｌ
ｒ
ｒ
ｉ
Ｐ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
日
酢
口
甘
，
ｒ
剛
副
ｌ
Ｆ
５
Ｊ
口
凪
ロ
ｂ
■
口
Ｅ
■
Ｂ
Ｐ
ｎ
即
ｒ
Ｐ
ｉ
ｉ

我孫子駅前・手賀沼公園隣接地の土地利用計画
タ

５
月
別
日
（
日
）
か
ら
刀
日
（
土
）
ま
で

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間

総
務
庁
で
は
、
５
月
虹
日
か
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談

ら
勿
日
を
「
春
季
行
政
相
談
強
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

調
週
間
」
と
定
め
、
皆
さ
ん
に
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
▼
日
時
５
月
調
日
（
月
）
午
前

公
共
機
関
城
員
の
応
接
態
度
．
、
時
か
ら
午
後
３
時

言
葉
通
い
を
改
め
て
ほ
し
い
、
▼
場
所
市
役
所
西
別
館
３
階

事
務
処
理
の
迅
速
化
・
混
雑
の
市
民
相
談
室

浬
宅
つ
え
い

解
消
を
し
て
ほ
し
い
な
ど
、
皆
▼
相
談
員
井
上
道
英
（
柴
崎
）

さ
ん
の
行
政
等
に
対
す
る
苦
情
容
亜
）
４
７
３
５
斎
藤
栄
子

や
意
見
、
要
望
に
つ
い
て
、
そ
（
泉
）
壷
（
理
８
７
４
５

の
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

の
が
行
政
相
談
制
度
で
す
。
市
市
民
相
談
係
査
（
理
１
１
１
１

氏名

田中量純

石井靖男

別府孝子

鬼澤三郎

表てる子

住所

青山162

布佐2224

船戸2－9－32

我孫子563-10

白山3－5－27

翅

83-2558

89-2351

84-2320

82-2061

85-0396

§番号

我
孫
子
市
を
よ
く
知
っ
て
い
守
）
か
ら
午
後
４
時

た
だ
く
た
め
に
施
設
見
学
会
を
▼
見
学
施
設
我
孫
子
駅
北
口

開
催
。
バ
ス
で
市
内
の
公
共
施
自
転
車
駐
車
場
、
我
孫
子
市
民

設
を
見
学
し
、
手
賀
沼
の
船
上
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

か
ら
の
視
察
も
あ
り
ま
す
。
市
民
体
育
館
、
湖
北
地
区
公
民

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
館
、
特
別
韮
謹
老
人
ホ
ー
ム

▼
日
時
５
月
型
日
（
水
）
午
前
〃
久
遠
苑
″
、
烏
の
博
物
館
、

９
時
加
分
我
孫
子
駅
北
口
〃
ふ
手
黄
沼
親
水
広
場
等

れ
あ
い
広
場
″
集
合
（
時
間
厳
▼
対
象
市
内
在
住
者

、参加者募集、

愚
画施設見学

日時：5月3旧(水)午前9時
20分から午後4時

▼
定
数
弱
名
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
無
料
（
昼
食
は
各

自
で
持
参
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
が
き
（
１
枚
に
３
名
ま
で
）

に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
施
設
見
学

会
参
加
希
望
を
明
記
し
、
５
月

配
日
（
月
・
必
着
）
ま
で
に
我
孫

子
１
８
５
８
広
報
広
聴
課
市
民

相
談
係
垂
（
唖
１
１
１
１
へ

委託医療機関

東 蒋辻仲病院

我孫子つくし野病院

一 瀬医院

竹田内科医院

石 田 医院

住 所

根戸946-1

つくし野131-1

つくし野6-1-7

つくし野6-5-1

本町1-4-21

，電話番号

(84)9000

(84)2211

(85)2321

(85)0225

(82)7151

成人病

値診

○

一

○

○

子宮がん

検診

一

一

ー

○

乳がん

検診

一

○

○

一

○

大腸がん
検診

○

○

○

○

遠藤ク リニ ック

守尾医院

藤 本内科医院

桜井医院
－－

アビコ外科整形外科病院

我 孫子束邦病 院

天魂堂医院

竹内医院

貫井医院

隈本医院

近藤胃腸科外i

小 倉外科・内

星野医院

佐藤内科医院

我孫子聖仁会病院

湖北台診療所

岡野内科医院

増田医院

宇治医院

長田 内 科 ・ 胃 腸科

成広医院

金山医院

平和台病院

白山1-18-5

白山2-11-7

白山2－8－27

我孫子264

我孫子1851-1

緑1-6-11

若松141

並木8-17-4

束我孫子1-12-3

高野山285-3

柴崎台3-19-22
6

湖北台1-5-7

湖北台3－12－5

湖北台4-6-1

湖北台7-41-101

湖北台8-18-24

湖北台9-7-10

湖北台9-9-10

布佐1-13-6

布佐845-1

布佐2118-2．

布佐2195

(84)6813

(82)1885

(82)2916

(84)7321

(82)8166

… I

(82)5836

(84)5555

(82)1381

(84)0211

(82)0165

(88)2248

(88)0934

(88)3111

（88)8768

‘（88)7770

（88)2840

(88)0835

(89)3101

(87)4610

(89)4166

(89)1111

○

○

○

○

○

函口
○

○

○

○

○
－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

一

一

■’

○

一

一

○

○

一

○

－

一

一

○

○

○

一

○

○

○

○

○

○

○

一

○

○

○

○

○

一

一

○

一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

一

○

本町2－2－1 (84)0232 ○ 一 ○

氏名
ちいちろう

染谷智一郎

浅野久

岩井藏之肋

田村照男

日暮俊一

増田利夫

阿曽敏夫

で ん い ち

根本傅市

もりえ

加藤守柴

渡辺昭

今井喜美男

種田安正

逸さる

飯 塚優

湯下庄一朗

今井久男

住所

古戸622

根戸1100

布佐2276

新木1844

久寺家206

布佐2127

古戸162

都部61

江蔵地725

下ヶ戸423

日秀262-2

寿1－12－5

中峠3755

柴崎991

中峠1327

党派

所属

所属

所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無河堀

無所属

無所属

所属

年齢

56

69

77

63

41

67

70

68

52

64

68

71

72

55

65
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市民
必窓□

業務心 公

I■■
ゆ

、昆筥録
※届け出人

(本人または世帯主）

新
し
く
我
孫
子
市
に
引
っ
越
し

て
き
た
り
、
他
市
町
村
へ
引
っ
越

す
場
合
な
ど
住
所
の
移
動
が
あ
る

と
き
は
、
市
町
村
役
場
に
届
け
出

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
や
出
生
、
死
亡
な
ど
は
、

戸
籍
の
届
け
出
を
し
な
い
限
り
、

法
律
上
の
身
分
関
係
は
発
生
し
ま

せ
ん
。万

一
、
届
け
出
を
怠
る
と
、
我

孫
子
市
民
と
し
て
の
権
利
を
受
け

ら
れ
ず
、
各
種
申
講
や
選
挙
権
の

行
使
な
ど
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
市
で
は
、
市
民
課
ま
た
は

各
支
所
・
行
政
連
絡
所
（
下
表
参

一
照
）
で
、
各
種
届
け
出
等
を
受
け

、、

1｜
肺
噸
伽
脇
剛
職
順
で
囎
峨

扱
う
業
務
に
つ

付
け
て
い
ま
す
が
、
窓
口
に
よ
っ

て
は
、
取
り
扱
い
業
務
や
時
間
が

異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
な
ど
、
諸
証
明

は
、
複
写
電
送
を
使
用
し
て
い
る

た
め
、
各
支
所
や
行
政
連
絡
所
で

も
証
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

な
お
、
支
所
・
行
政
連
絡
所
で

の
税
証
明
は
、
即
日
交
付
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

あ
ら
か
じ
め
、
ご
利
用
に
な
る

際
に
は
、
み
な
さ
ん
、
余
裕
を
も
っ

て
、
届
け
出
や
申
講
を
行
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
課

い

て

一取り扱う業務匡二

証
明
と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護

住
民
票
の
写
し
は
住
民
の
居
住

関
係
を
、
ま
た
戸
籍
の
膳
・
抄
本

は
身
分
関
係
を
公
に
証
明
す
る
も

の
で
、
公
証
の
唯
一
の
手
段
で
す

か
ら
何
人
も
正
当
な
理
由
が
あ
れ

ば
請
求
で
き
る
公
開
の
制
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
制
度
を
悪
用
し
た

ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

不
当
な
謄
・
抄
本
を
取
り
寄
せ

出
生
の
秘
密
を
暴
い
た
り
、
差
別

や
社
会
不
安
が
発
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
正
し
い
交
付
鏑

’

じ
で
す

求
が
望
ま
れ
ま
す
。

手
続
き
と
し
て
は
、
住
民
票
の

写
し
の
申
請
で
は
本
人
、
本
人
と

同
一
世
帯
の
方
、
ま
た
戸
籍
の
謄
・

抄
本
で
は
本
人
、
配
偶
者
、
父
、

母
、
子
な
ど
の
直
系
尊
属
、
卑
属

以
外
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、

具
体
的
な
請
求
理
由
を
記
載
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
目
的
が
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
や
差
別
的
行
為
に
使

用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

は
、
住
民
票
、
戸
籍
の
謄
・
抄
本

の
請
求
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
居
住
や
身
分
関
係
に

届
け
出
と
権
利

L

変
動
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
届
け

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
転
入
届
、
転
居
届
、

転
出
届
な
ど
が
あ
り
、
居
住
の
記

録
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

居
住
の
記
録
は
納
税
等
の
義
務

を
確
定
す
る
と
同
時
に
、
選
挙
権

の
登
録
、
児
童
手
当
の
支
給
な
ど

市
民
の
皆
さ
ん
が
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
等
し
く
受
け
る
権
利
を
確
定
す

る
も
の
で
す
。

戸
籍
に
よ
る
身
分
関
係
の
届
け

出
も
相
続
権
等
を
確
定
す
る
も
の

と
な
り
ま
す
。

正
し
い
届
け
出
こ
そ
、
正
し
い

権
利
義
務
の
確
立
と
な
る
も
の
で

す
。

Ⅱ
次
頁
へ
つ
づ
く
Ⅱ

1

＊

’

こんなとき’

他
市
町
村
か
ら
我
孫
子
市

に
引
っ
越
し
て
き
た
と
き

我
孫
子
市
か
ら
他
市

町
村
に
引
っ
越
す
と
き

我
孫
子
市
内
で

住
所
を
変
え
た
と
き

世
帯
主
の
変
更

世
帯
員
の
変
更

転
入
届

転

出

届

転
居
届

世
帯
変
一

Ｂ
ｒ
ト
ー
Ｂ
ｉ
ト
ト

へ

,届
●
ム

添付書類・持参するもの

*印鑑（認め印）

＊転出証明番

＊国民年金手帳

*健康保険証

入
加
す

転
に
入！

する世帯が国民健康保険

入していてその世帯に転

る場合

*在学証明醤
P

，

転入する世帯に小中学生がい

る場合、前住所地の小中学校

長発行のもの

Ⅲ
Ｉ

＊印鑑（認め印）

＊印鑑登録証（登録者）

＊国民健康保険証（加入者）

＊健康手帳及び老人医療受給者証

(70歳以上の方）

＊印鑑（認め印）

*国民年金手帳（加入者）

＊国民健康保険証（加入者）

*健康手帳及び老人医療受給者証

(70歳以上の方）

*印鑑（認め印）

＊国民健康保険証（加入者）

期間．

＊実際に引っ越した日

から14日以内

＊実際に引っ越す住所

がはっきりした日か

ら郵便局に転居届を

出しておくと、1年

間新しい住所に郵便

物が転送されます。

*実際に引っ越した日

から14日以内

*郵便局に転居届を出

しておくと、1年間

新しい住所に郵便物

が転送されます。

*世帯主、世帯員を変

更した日から14日以

内

一

員’
4
‐1

一
二
一
一
三
一

届
け
出
に
よ
り
身
分

周
係
が
発
生

窓口 、取扱業務 受付時間 所在地°電話

市
役
所
市
民
課

支

所

行
政
連
絡
所

届
け
出

証
P

明

そ
の
他

届

け
出

証
明

届
け
出

証
明

1

l転入・転居・転出等、異動に伴う各種届け出

2出生・婚姻等、戸籍関係諸届

3印鑑登録

4外国人登録

5国保・年金の資格得喪の受付

6妊娠届（母子健康手帳の交付）

7し尿のくみ取り申請

8自動車の臨時運行許可の受付

1住民票の写し、戸籍の謄・抄本等の諸証明の

交付

2年金現況確認証明

基本台帳の閲覧

1転入・転居・転出等、異動に伴う各種届け出

2出生・婚姻等、戸籍関係諸届

3印鑑登録

4国保年金の変格得喪の交付

5妊娠届（母子健康手帳の交付）

6し尿のくみ取り申諦

7原動機付自転車・小型特殊自動車のナンバー

交付および廃車

1住民票の写し、戸籍の鵬・抄本等の諸証明の

交付

2年金現況確認証明

3税証明

’
1妊娠届（母子健康手帳の交付）

2し尿のくみ取り申諭

’
1住民票の写し、戸籍

交付

2年金現況確認証明

3税証明

の騰・抄本等の諸証明の
タ

〔平日〕

午前8時30分から

午後5時まで

|#諜削
基本台帳の閲覧は

平日午前9時から

正午と午後1時か

ら4時30分まで

〔平日〕

午前

8時30分から

正午まで

午後

1時から5時まで

〔平日〕

午前

8時30分から

正午まで

午後

1時から5時まで

我孫子1858

壷（85）1111

職
★つくし野支所

つくし野3の22の2

念（84）8801

★湖北支所

中里81の3

壷（88）2111

★湖北台支所

湖北台3の1のl

壷（88）0828

★布佐支所（布佐ス

テーション1階）

布佐2730の1

壷（89）2358

★我孫子駅前行政連絡

所(都市改造課1階）
本町3の5の3

冠（81）1292

★天王台行政連絡所

天王台lの1の3

竃（81）1293
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届け出堀所柿区町村役圏） 持 参 す、る
グー

も： の 届け出期間等の：諸注意

出
生
届

*届け出人の本籍地、所在地

＊出生地

*届け出人の認め印

*母子健康手脹

＊国民健康保険証（父、母が加入しているとき）

＊届け出は、生まれた日から14日以内に

＊届け番に付いている出生証明番に医師等の証明を受けてください。

*届け出人となる人は、①父または母②法定代理人③同居者④医師⑤肋

産婦⑥その他の立合者⑦公設所の長の順です。

戸
詞

グ

ら

、

婚
姻
届

Ｉ
Ｌ
ｈ
『離

婚
届

I

死
亡
届
ゞ1

＊夫または妻の本籍地、所在地

＊夫婦の本籍地または所在地

＊離婚後の復籍地または新本籍地

＊死亡した人の本籍地、所在地

＊死亡地

*届け出人の本籍地、所在地

*戸籍抄本または脇本1通（届け出地が本籍地以外の

人）

*届け出人（夫・妻）の認め印（旧姓のもの）

＊未成年者の場合、実父母の同意野

*戸籍勝本1通（夫婦の現本籍地に届け出をするとき

は不要）

*届け出人の泌め印（夫、妻各1本）

*国民健康保険証、年金手帳

*届け出人の認め印

*死亡した人の印鑑登録証

*国民健康保険証

*老人医療受給者証

*年金手帳

＊届け出は、夫および妻になる人、双方です。

*土・日暇日または祝日に届け出される人は、事前に担当課で内容審在

を受けてください。書類に不備があると後日、来庁していただくこと

があります。

*蟠姻中に称していた氏を離婚後も称する場合は、別の届け出（戸籍法

77条の2）も必要になります。同時か離幡日から3か月以内に。

*届け出人は①協議離蛎→夫婦双方②裁判離婚→申し立て人（成立また

は確定の日から10日以内に届け出）

＊届け香に付いている死亡診断番に医師等の証明を受けてください。

＊届け出は死亡した日から7日以内に

＊届け出人は①同居の親族②同居していない親族③同居者④家主⑤地主

⑥家屋管理人⑦土地管理人⑧公設所の長の順です。

、

転
↓
｜
籍
届

Ｉ
ｌ
Ｌ
Ｐ
Ｉ
・
Ｐ
‐
‐
回

*新本籍地

*現本籍地

*届け出人の所在地

*戸籍脇本1通（届け出地に限らず必要となります）

＊届け出人の認め印

*届け出人は戸籍筆頭者およびその配偶者双方で、各署名押印が必要で

す。

*新本籍の表示は土地の地番または住居表示の街区符号のどちらでも表

示ができ住所の表示と一致しないことがあります｡

蕊届け出番の枚数は1通で結櫛です。届け出人の署名・押印は必ず本人が行ってください。

世

＝､

諸 注 1 意

愚
麓
唖I

写
ご
心

！
，
】

抄
《
本

I

住
民
票
の
写
《
し

i必要な住民票と窓．．L・.｡

i口に来'ろ人､の関係
必要:なもの､・謹意掌項

秀守匙｡

本人、同一世帯の人 窓口に来る人の印鑑

代 理人 代理人の印鑑・委任状または代理人選任届

その他の人

印鑑・餓求理由の明示

蕊舗求理由が不当な目的によることが明らかな

ときは住民票の写しの交付は受けられません。

(手数料）住民票の写し…1通200円（全員、1部）

■
令
『

戸
籍

・
抄
本

必要な戸籍と窓

口に来る人の関係
必要なもの・注意事項

本人、父母、子など 窓口に来る人の印鑑

代 理人 代理人の印鑑・委任状または代理人選任届

その他の 人

印鑑・請求理由の明示

※舗求理由が不当な目的によることが明らかな

ときは戸籍の勝･抄本の交付は受けられません。

(手数料）謄・抄本…1通400円
<注意＞我孫子市に本籍がある人に限り謄・抄本の発行は可能

【

国

資保
司 一

格｡》

得年

■
ｒ喪金
二二

■

’

国
民
健
ｉ
康

I

保I

険

国
保
に
入
る
場
合
国
保
を
や
め
る
場
合

〔国保年金課給付係および各支所で受付〕

I

’

1転入してきたとき…印鑑・所得証明密

2職溺の健康保険をぬけたとき…印鑑・健康保険の離脱証明野

3子どもが生まれたとき…印鑑・被保険者証・母子健康手帳・預

金通帳

4生活保瞳を受けなくなったとき…印鑑・生活保溌廃止決定通知

1転出したとき…印鑑・被保険者証

番

2職錫の健康保険に入ったとき…印鑑・国民健康保険と健康保険

の被保険者証または資格証明書

3死亡したとき…印鑑・被保険者証・預金通帳

4生活保瞳を受けるようになったとき…印鑑・被保険者証・生活

(燕届け出は14日以内に）

保謹開始決定通知密

国
民
年
金

〔国保年金課年金係および各支所で受付〕

1転入・転居に伴う住所変更…印鑑・年金手帳

2婚姻・離婚等による氏名変更…印鑑・年金手帳

3会社をやめたとき…印鑑・年金手帳・退職証明番または離職票

4会社等に就職したとき…印鑑・年金手帳・会社の健康保険証

〔国保年金課年金係のみ受付〕

1第3号被保険者骸当届…事業主等の証明を受けた第3号該当届け番．

’
蕊第3号該当者とは、厚
生年金や共済組合などに

加入している夫に扶養さ

れている変 ’
印鑑･年金手帳･健康保険証･退職証明響（会

社等退職により夫の扶養になる人に限る）

2年金受給申鯛…窓口に来る前に電話してください

3免除申鯛…印鑑・年金手帳・学生証（学生のみ）

|I母子健康手帳】I
交付を受けて下さい。

妊娠した人は、妊娠届け

を出して母子健康手帳の

妊娠届け書肥入事項…病院の所在地・医師名・妊娠週

数．分娩予定日を記入

I【し尿《毒馴】I
転入・転居の移動時にくみ

取り式のトイレを使用する

人は、し尿くみ取りの申し込み手続きを。

転出･転居等でくみ取りトイレを使用しなくなる場合は、

直接、終末処理センター壷(87)2125または(87)2379へご

連絡ください。

購入方法により添

付書類がことなり

ます＝課税課＝

〔販売店から剛入〕…＊販売証明書(販売店で発行）

*印鑑

〔個人間の売買〕……＊鰻渡証明啓＊旧ナンバーの廃車

申告番控え

’
『

原動機付き自転車及び小型9
‘特殊自動車の標識交付‘’

Ｉ
■
■
一

申
令
ｊ
１

‐
■
Ｏ
ｒ
１
‐

申
請
時
に
必
要
な
も
の

本
人
確
認
一

『
’交

↑
■
Ⅱ
・
・
ｆ

;綴

本人が申鯛する場合

*登録しようとする印鑑（三文判など登録できない印鑑もあります）
＊本人であることが確認できるもの

①官公署などで発行の免許証、許可証または身分証明書であって写真がはってあ
りかつ証印のあるもの（発行年月日から5年以内のもので有効期限の定めのある
ものはその期限内であること）

②本人が免許証、身分証明瞥等を所有していない場合は、当市に印鑑登録を受け
ている方の保証番

代理人が申鯛する掲合

＊登録しようとする本人の印鑑および代理人の印鑑

＊本人直筆の委任の旨を証する書面

本人であることが確認できない場合、または代理人が申繭する場合は自宅へ照会番
を送りますので、その中の回答宙に必要事項を記入して本人または代理人が持参し
てください。やむを得ず代理人に依頼される場合は、回答書の代理人選任届けも記
入し、あわせて代理人の印鑑も持参させてください。

＊印鑑登録の手続きを完了すると印鑑登録証を交付します。

＊印鑑登録証の提示がないと、印鑑登録証明野の交付は受けられません。

実印持参や代理人の場合の委任状（選任届）も必要ありません。

ー

〃
．
．
．
ｈ
・
一

〆

新
し
く
印
鑑
登
録
を
す
る
と
き

、

本人を確認したうえで印鑑登録証を交付します

停羅Eﾏー 詞亡蒋ﾗﾃで~て~颪房司回［蕊蕊諏ﾗ麦雨

回
答
密
を
持
参

し
た
と
き
に
お

渡
し
し
ま
す
。

1

し
。
し
た
と
き
に
お
て
委

一
難
匝
藤
撫

渡おで
。

場
す

の
ま

そ
し

グ

ノ

銅
挫
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ノ

コ
‐
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Ｊ
司
呵
』
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轆
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許
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印
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あ
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一
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る
明
か
免
で
秘
け

す

す
証
れ
の
香
つ
受

と
ｊ

と
が
ず
行
明
か
を

う
と
い
発
証
、
録
う
届
印

よ
こ
の
で
分
れ
登
よ
任
め

魎
唖

け
る
②
ど
身
さ
鑑
け
選
腿

受
あ
、
な
は
付
印
岱
受
く
の

を
で
①
悪
た
貼
の
に
証
を
状
人

露
郵
例
呼
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函
郷
酔
犀
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壷
極

Ｊ
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今
今
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ｒ

和 を
や
る
気
が
な
か
っ
た
の
で
手
伝

す 我
孫
子
市
農
業
背
壮
年
会
議
の
野

口
善
一
ざ
ん
が
優
良
蛍
を
受
愛
し

た
。
受
炎
し
た
瞬
間
は
、
「
ま
さ
か

徴
を
い
た
だ
け
る
な
ん
て
．
：
。
今

後
の
農
業
経
営
の
励
み
に
な
り
ま

は
東
京
の
建
設
会
社
に
就
職

-つ］ や
自
立
経
営
の
成
果
等
を
発
表
す

営
挫
改
善
実
繊
発
表
大
会
」

る １
月
証
日
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
、

っ
た
こ
と
も
な
く
」

目
的
で
開
催
し
て
い
る
も
の
。

柏
市
に
隣
接
す
る
布
施
の
、
畑

・
Ｚ
鯵
、
水
田
１
．
２
鯵
を
持

艇
家
に
生
ま
れ
た
が
、
「
艇
業

第
哩
回
「
千
葉
県
農
業
研
究
会

到

耀

の
科

し
百

、
ｂ
二

鯵

″
ｌ
、
、
、
、に

鯵

鍛
謬脅鯵

麓
鯵
蒻

鯵
″

鯵
ツ

鯵
謬

鯵
参

鯵
鯵

“
年
、
父
親
が
亡
く
な
り
、
一

」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

同
大
会
は
、
農
業
者
が
協
業
化

◆

大
学
卒
業
後

戸

Ｌ
■
『
■
■
■
『

函
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を

力苛
、

昭

別
両
日
．
１
‐
同
．

。
▽

最
近
、
「
公
営
住
宅
入
居
者
を

募
集
中
・
・
・
」
と
い
っ
た
は
が
き
が

自
宅
の
ポ
ス
ト
に
入
れ
ら
れ
た
り
、

街
頭
で
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
詳
し
い
査
料
を
送
っ
て
も
ら

お
う
と
軽
い
気
持
ち
で
必
要
事
項

を
記
入
し
て
投
函
し
た
だ
け
な
の

に
、
業
者
か
ら
代
金
の
請
求
を
さ

れ
て
困
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
相

談
が
、
消
費
生
活
相
談
に
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

業
者
は
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
ら
れ

て
い
た
は
が
き
が
投
函
さ
れ
れ
ば

代
行
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
も
の

と
み
な
し
て
代
金
を
請
求
し
、
解

約
を
し
よ
う
と
す
る
と
損
料
の
請

求
を
し
て
き
ま
す
。

は
が
き
の
文
面
に
は
、
「
民
間

住
宅
に
比
べ
る
と
徴
用
が
格
安
」

と
か
、
「
す
ぐ
に
で
も
入
居
可
能
」

「
入
居
で
き
な
い
と
き
に
は
当
選

す
る
ま
で
申
し
込
む
」
な
ど
、
あ

ま
い
言
葉
が
使
わ
れ
た
り
、
あ
た

か
も
公
団
な
ど
の
準
公
的
な
機
関

人
っ
子
で
跡
を
継
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
自
分
の

思
い
ど
お
り
に
動
け
な
い
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
生
活
に
限
界
を
感
じ
て
い

た
こ
と
が
重
な
り
、
３
年
半
の
東

京
生
活
を
打
ち
切
っ
て
腱
業
へ
の

転
身
を
決
意
し
た
。

同
じ
種
を
ま
き
、
同
じ
よ
う
に

肥
料
や
水
を
施
し
て
も
け
っ
し
て

H

d

I

1

q

が
行
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
錯
覚

さ
せ
る
表
現
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
代
金
な
ど
も
記
載
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
無
料
と
勘
違
い

し
や
す
い
も
の
で
す
。

公
営
住
宅
申
込
代
行
業
者
は
、

公
的
な
機
関
で
は
な
く
、
民
間
の

業
者
で
す
。
公
営
住
宅
の
入
居
者

募
集
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の

報
道
機
関
を
通
じ
て
情
報
提
供
し

て
い
ま
す
の
で
、
通
常
、
代
行
業

者
を
使
っ
て
募
集
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

公
営
住
宅
の
申
し
込
み
は
、
自

分
で
行
え
ば
募
集
案
内
の
入
手
や

申
込
用
紙
の
郵
送
料
な
ど
、
わ
ず

か
な
手
間
と
蛮
用
で
で
き
る
も
の

で
す
。
申
し
込
み
の
代
行
に
つ
い

て
は
、
か
か
る
経
費
と
効
果
、
契

約
内
容
を
十
分
に
考
え
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

費
生
活
係
査
（
妬
）
１
１
１
１
内
線

３
２
９

同
じ
に
育
つ
こ
と
の
な
い
野
菜
に

難
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
糖
神
を
刺
激
さ
れ
、
父
親

が
手
が
け
て
い
た
有
機
・
無
農
薬

栽
培
を
本
格
的
に
は
じ
め
る
。

有
織
・
無
農
薬
野
菜
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
市
場
開
拓
は
比
較
的

順
調
だ
っ
た
が
、
労
力
と
コ
ス
ト

が
生
産
拡
大
の
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

第42回千葉県農業研究会営農改

善実績発表大会て優良賞を受賞

野口善一さん
（布施）

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
堆
肥

づ
く
り
に
嫌
気
性
微
生
物
を
利

用
す
る
な
ど
、
土
壌
や
肥
料
の

改
良
に
悪
戦
苦
闘
し
た
こ
と
が

今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
。

「
我
孫
子
で
採
れ
た
も
の
は

地
元
で
消
費
を
」
と
、
利
用
者

の
意
向
調
査
を
行
い
、
市
民
と

の
連
携
を
深
い
最
近
で
は
補

助
金
制
度
を
活
用
し
、
生
ゴ
ミ

の
処
理
装
澄
を
購
入
し
、
近
所

の
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
の
堆

肥
化
も
種
極
的
に
始
め
た
。

学
生
時
代
か
ら
長
距
離
走
や

テ
ニ
ス
等
で
鍛
え
た
体
力
は
現

在
も
健
在
。
「
農
業
を
守
る
こ

と
は
琿
境
を
守
る
こ
と
」
と
、

艇
業
環
境
と
地
域
の
輪
が
広
が

る
こ
と
に
夢
を
託
す
。
弘
歳
。

医
第
９
回
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
最
優
秀
蛍
題
名
「
冬
の
沼
」

森
か
ず
お
（
沼
南
町
）

1

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会

で
は
、
今
年
も
手
震
沼
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
も

の
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
季
節

第10回

早
園
潤
写
富
コ
ン
ク
ー
ル

Ⅱ
四
季
お
り
お
り
の
作
品
を
募
集
Ⅱ

八
参
加
者
農
』
降
し
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
で
は
、
子
ど
も
に
よ
る
、
子
ど

も
の
た
め
の
、
子
ど
も
会
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。今

年
も
、
市
内
の
子
ど
も
会
会

員
の
交
流
と
、
こ
ど
も
会
の
リ
ー

ダ
ー
養
成
を
目
的
に
研
修
を
行
い

ま
す
。

シ
子
ど
も
会
研
修
会
日
程

に
あ
っ
た
作
品
を
１
９
９
６
年
版

「
手
蛮
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
使
用

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
信
作
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
手
賀
沼
と
そ
の
周
辺

▼
規
格
カ
ラ
ー
４
ツ
切
り
判
で

検
版

▼
募
集
期
間
６
月
１
日
（
木
）
か

ら
訓
日
（
金
）
ま
で

▼
応
募
賓
格
市
内
外
在
住
を
問

わ
ず
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
応
募
規
定
①
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
１
人
５
点
ま
で
。

子
ど
も
会
５
．
６
年
生
研
修
会

小
学
校
５
．
６
年
生
の
み
な
さ

ん
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
る
良
い
機

会
で
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者
市
内
の
小
学
校
５
．

６
年
生

▼
定
員
帥
名
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
先
蒲
順
）

▼
参
加
菱
１
人
３
０
０
０
円

②
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま

せ
ん
。
③
作
品
は
、
応
募
票
（
市

環
境
保
全
課
に
用
意
）
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
搬
彩

場
所
、
撮
影
月
日
、
題
名
を
記
入

し
、
添
付
す
る
こ
と
。
④
す
べ
て

の
作
品
の
第
１
使
用
権
は
主
催
者

に
帰
属
し
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
ほ

か
刊
行
物
に
使
用
し
ま
す
。

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〒
２

７
０
の
、
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８

５
８
市
役
所
環
境
保
全
課
容
（
蓮

１
１
１
１
内
線
５
６
８
へ

＊

（
キ
ャ
ン
プ
費
を
含
む
、
た
だ
し

交
通
費
は
別
途
）

▼
研
修
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で

▼
持
参
す
る
も
の
筆
記
用
具
、

上
履
き
、
弁
当
、
水
筒
（
キ
ャ
ン

プ
時
は
別
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
お
日
（
木
）
ま
で
に
、
市

子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
事

務
局
梅
谷
壷
（
理
２
６
３
６
へ

土
手
の
く
さ
む
ら
で
、
薄
い
青

紫
色
の
小
さ
な
花
を
つ
け
た
キ
ユ 温

▼
豆

緑
と
水
と
生
き
物
た
ち
に
囲
ま

れ
た
暮
ら
し
の
中
で
、
身
近
に
自

然
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
私
た

ち
市
民
の
共
通
の
願
い
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、

公
園
や
緑
地
の
整
備
と
と
も
に
、

市
街
地
の
多
く
を
占
め
る
民
有
地

の
緑
化
推
進
お
よ
び
緑
地
保
存
が

と
て
も
重
要
で
す
。

『
我
孫
子
市
緑
の
基
金
」
は
、

昭
和
帥
年
に
設
立
さ
れ
、
市
費
、

市
民
団
体
秀
企
業
な
ど
か
ら
の

ウ
リ
グ
サ
に
出
会
い
ま
し
た
。

こ
の
草
は
、
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
の

仲
間
で
、
花
は
小
型
で
す
が
何
処

と
な
く
気
品
が
あ
り
ま
す
。

花
期
は
３
～
５
月
で
、
畑
や
道

端
な
ど
で
よ
く
見
掛
け
ま
す
。

冬
の
間
は
、
長
い
柄
の
あ
る
楕

円
形
の
葉
を
地
面
に
広
げ
て
冬
の

光
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
春
の
暖

か
い
日
差
し
を
受
け
る
よ
う
に
な

『
縁
の
基
金
』
に

ご
協
力
を

キュウリグサＪ
『
４
Ｊ
ｉ
ｑ
１
１
１
１
４
Ｊ
１
１
４
１
１

！

(むらさき科）

0

寄
付
に
よ
っ
て
糠
み
立
て
ら
れ
た

基
金
を
運
用
し
、
緑
化
推
進
や
貴

重
な
緑
地
を
確
保
す
る
た
め
に
、

役
立
て
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
緑

の
基
金
」
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
「
緑
の
基
金
」
へ
の
寄

付
金
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
に

よ
り
税
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
金

（
理
１
１
１
１
内
線
５
４
５

る
と
、
根
元
か
ら
茎
が
立
ち
は

じ
め
、
細
か
い
茎
の
先
を
ク
ル

ク
ル
と
巻
い
て
、
小
さ
な
花
の

っ
ぽ
み
を
幾
つ
も
つ
け
ま
す
。

っ
ぽ
み
が
下
か
ら
順
に
開
く

に
つ
れ
、
巻
い
た
茎
も
次
第
に

ほ
ど
け
て
ゆ
き
、
直
径
が
お
よ

そ
２
ミ
リ
ほ
ど
の
五
弁
で
可
愛

ら
し
い
花
を
見
せ
ま
す
。
キ
ユ

ウ
リ
グ
サ
の
名
は
、
若
い
葉
を

も
む
と
キ
ュ
ウ
リ
の
香
り
が
す

る
と
い
う
の
で
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
実
際
に
匂
い
を
か
い

で
み
る
と
、
き
ゅ
う
り
も
み
の

香
り
と
い
う
よ
り
も
、
「
青
臭

い
だ
け
」
と
感
ず
る
人
も
多
い

よ
う
で
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

日程

5月28日(日）

6月25日(日）

7月8日(土）

～98(日）

11月11日(土）

お楽しみ／（日時鞠所は未定）

場 所

湖北台東小学校体育館

湖北小学校体育館

干葉県立流11青年の家

市内見学

研修内容

子ども会ABC

プログラムを作ろう

みんなの力で楽しいキャンプを

呼価と反省&パス利用で市内の見学

り一グーとの交流会

遺
跡
分
布
調
査
に

情
報
提
供
を

教
育
委
員
会
で
は
、
５
月
鉦
に
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

日
ま
で
の
予
定
で
古
代
の
遺
跡
次
の
項
目
に
該
当
す
る
方
は
、

が
ど
の
程
度
分
布
し
て
い
る
か
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

を
調
べ
る
た
め
、
市
内
の
遺
跡
①
土
器
な
ど
古
代
の
遺
物
を
持

分
布
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
っ
て
い
る
方

す
で
に
４
月
に
実
施
し
た
布
②
古
城
や
貝
塚
な
ど
の
場
所
を

施
、
久
寺
家
地
区
の
調
査
で
は
、
知
っ
て
い
る
方
ま
た
は
写
真
を

新
た
に
縄
文
時
代
の
遺
跡
を
検
お
持
ち
の
方

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
▼
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
も
参
考
文
化
係
垂
（
理
１
１
５
１

口

鴎
諦
瀦
の
た
め
の
住
宅
改
善
工
事

風
呂
場
や
階
段
、
ト
イ
レ
に
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

手
す
り
が
な
い
、
磁
居
の
段
差
▼
愛
用
材
料
変
と
交
通
饗

が
気
に
な
る
な
ど
日
常
生
活
に
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

不
便
を
感
じ
て
い
る
商
齢
者
や
匪
睡
砂
ヘ
ル
プ
森
谷
電
（
聖
３

障
害
者
の
方
で
簡
易
な
住
宅
７
４
４
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

改
善
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
セ
ン
タ
ー
壷
弱
）
５
２
３
３



あび 1995516(6)
一
』１

１
１ 第901号

圖回回国 ’
■
一
因
■

戸曰時6月28日から8月2日ま

での毎週水曜日午前10時から午後

伝出店日時6月18日(日)午前103時

時から午後4時（雨天の場合は25伝場所県教育会館ほか

日に順延）伝内容「再発見わたしの生き方」

し場所手賀沼公園多目的広場「共に語り高め合うネットワーキ

A

芦
匡
琴
‐
巳
昼

似出店料1区画（間口約3メーング」ほか
ごLBじOB｡》刀QLD巳§じん刀Q庵刀9姪翅もQ刀9つ

トル）ごとに3000円、電気コンセシ対象者婦人団体等のリーダー

ント1個につき1000円伝募集期間・申し込み電話で5

シ申し込み・問い合わせ申し込月19日(金)から5月26日(金)まで

み書（市商工会に用意）に必要事に教育委員会社会教育課容(85)11

項を明記し、出店料を添えて、551へ

月25日(木)までに市商工会壷(82）し問い合わせ県教育庁社会教育

在住外国人の方々が生活をする
曲

ひご毛かかなや&人鱈い

うえで、日頃抱える悩み、問題を
そう嬉人土どぐ島かい化つ

相談する窓□を開設いたします。
＆がるり上う

お気軽にご利用ください。
に毎じがっにちどごぜんじ

し曰時5月20日(土)午前10時か
Lようごさんかひじ叩よう

ｋ
■
且
■
且
Ｐ
Ｐ
Ｏ
、
ァ
■
■
ｒ
Ⅱ
１
口
Ｂ
■

圓国 国回 ら正午（参加費無料）
砥しよしみん 鰹 い か い ざ L つ

し場所市民プラザ第2会議室
とあ あぴこしこく心いこうりぬう

似問い合わせ我孫子市国際交流
し曰時・場所6月23日(金)東我3131へ直接持参。課査043(223)4072

国副国.
孫子カントリークラブ(雨天決行）

じ

(AlRA）事務局壷(83)12◎お父さんとr花ずし」をつくるシ定員先着180名

31お年寄りや病気の方の身の回りうい参加費3000円

Ｉ

伊日時6月10巳(土)午前10時かし申し込み・問い合わせハガキのお世話をする方を募集します。

ら午後0,時30分に住所、氏名、電話番号を明記し、戸内容家事．軽い介護、障子はお友達とお絵かきをしたり、ど

5月26日(金、必蕾)までに古戸69りなどの有料福祉サービスろんこ遊びをしてみませんか。市教育研究所では、4月から陣倖場 所湖北地区公民館

し対象小学生以上の子どもとお6市民体育館内ゴルフ協会川村惨対象年齢、性別は問いません仁曰時5月26日・6月23日の金害児教育相談窓口を設置しました。

父さん壷(84)8411へし.申し込み・問い合わせ電話で曜日いずれも午前10時から11時し相談日毎週月・水・金曜日の
中丸云(87)2346ヘし場所・問い合わせ湖北台幼児午前10時から午後4時シ定員15組（先着順）

教室公(88)0185シ場所市教育研究所（湖北台東合参加愛1人500円（材料費）

小学校敷地内）伝申し込み・問い合わせ電話で惨日時5月28日(日)午前10時か
国民生腿繩査にご協力を 惨問い合わせ市教育研究所公｜湖北地区公民館『子どもクッキンら午後4時(入場無料）し曰時8月を除く6月4日(日）

グJ係容(88)4433へシ内容地震についての講演、パから毎週日曜日午後1時から3時桜調査日6月1日(木）壷(87)4600

⑬⑤⑨⑳②
◎親と子の歴里教室ネル展示、施設の公開ほか伝場所市民ブラザ（6月は布佐し内容世帯の構成、｛呆険､年金、

｜伝目時5月27日(土)…房総をかし問い合わせ（財)電力中央研究図書館）在宅介護､健康ほか
けぬけた武将たち、6月24日(土）所管理課壷(82)1181伝内容文法・ディスカッション伝対象市内約300世帯（無作為▼社会福祉事業墓金にと陶炎一同

…大昔と現在をくらべる（いずれ※当日は我孫子駅南□から送迎パシ対象日常会話の多少できる方抽出により調査員がお伺いします）様から陶炎チャリティ陶芸展の売
惨問い合わせ柏保健所保健指導上金31万7419円、匿名の方(栄)かも午後1時から3時）ス（午前10時から）を運行します。伝定員先着20名

し場所国立歴空民俗博物館講堂車でのご来場はご遠慮ください。ら参加費前期8000円（全12回）課云(67)1255ら50万円の寄付がありました。
U名誉市民故加瀬完氏のご遺族様テキスト代別(佐這市）

からスポーツ振興基金に50万円、｜陵対象小学生（高学年）・中．， し申し込み．問い合わせ電話で

。｜高校生及びその保護者シ日時･場所6月4日(日)午後国際交流友の会細谷盆(87)6359へし曰時･場所6月2日(金)午後社会福祉事業基金に50万円の寄付
｜け問い合わせ国立歴中民{谷i専物3時開場、市民会館 2時から4時、森のホール21がありました。

館管理訓浸示課密043(486)0123し入場料800円（全席自由〕 し対象事業主の方

伝問い合わせ片倉壷(87)1377レテーマ手賀沼流域における自し問い合わせ松戸公共職業安定

然や生活を詠んだもの所求人企画部門迂0473(48)6100

惨応募期限12月31日(巳、必着）少日時・場所5月26日(金)午後

2時から4時、市民プラザ少曰時5月21日（日）午前10時30伝発表平成8年4月の予定
かれこと希た

し内容 簡単な読話、手話勉強会、分から午後3時少選者金子兜太氏（現代俳句協

相談(雲絢筆記､季議遷調付き）’鶴蕨湖北地区公震露＝)､坂篝篝子氏(俳人綴会蕊伝参加資格中途失聴または難聴伝参加費無料（昼食持参）会員）

の方腹内容演劇､ﾊﾝﾄこベル演奏他し応募方法･問い合わせB4判5
シ参加費100円(会員は無料）し問い合わせあびこ子ども劇場縦書き400字詰め原稿用紙に偕書

月
｜腰持 参口元を見る小 さ な 鏡 盆 ( 8 8 ) 9 0 7 8で右200字に作品（1人3句以内）

蕊
口8.01曲ざほ

｜シ問い合わせ岩丸盆(85)2285 を、左200字に住所、氏名、年齢、

｜（ファクシミリ兼用） 職業、性別、電話番号を明記のう

’日時講演…5局21日(日)、施え応募料1000円（郵便小為蓄）を

設実習…5月23日(火)、いずれも添えて、高野山398の1兵藤純二
Ａ
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蕊

伝曰 時・場所6月7日から7月午前10時から午後4時方我孫子の文化を守る会「句集手

12日までの毎週水曜日午後1時30シ場所干葉市文化センター賀沼」係壷(82)7211へ
I．

分から3時、社会福祉協議会戸内容福祉についての基本的な

し定員先着20名〔参加費無料）知識の修得と実習体験

シ申し込み・問い合わせ電話で世定員いずれも先着30名巳練習日・場所南週金曜日午前
ボランティアセンター壷(85)5233世参加賓無科 10時から正午、根戸近隣センター

へ陰申し込み・問い合わせ電話で伝会費月額2500円』

県社会福祉協議会・福祉人材センシ問い合わせ杉山壷(83)2906

ター盆043(248)1294へ

’し円時6局11白(日)午前11時か

シ日程・場所10月21日(土)から『’ら午後2時

シ内容フリーマーケット、模擬屡曰時6月4日(日)午後1時か24日(火)、島根県

店、無料サービス コーナーら4時30分伝 参 加 責 格 6 0 歳 以 上 （ 昭 和 1 1 年

倖場所・問い合わせ新木近隣セ惨場所千葉市民会館(入場無料）4月1日以前生まれ）の方ざ

ンター壷(88)2010し問い合わせ同会田辺壷0475抄種目卓球、テニス､マラソン、

(22)0707ソフトテニス、ゴルフほか

桜申し込み・問い合わせ5月26

日(金)までに直接高齢者福祉課壷

h

戸日時・内容5’月24日(水)･･･人
E秀人極・行政相験＝市民相談室10:00～15:00
‘舜心配ごと相麟＝社会福祉協眼会9:00～15:00
じ香市民会館・市民図書館・市民体育館休館
《弓r潟の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

間性喪失の現代社会を考える6シ日時6月4日(日)午前9時か（85)1111内線310へ

轡
月28目(水)…家庭．社会の中の人ら午後3時

間関係（いずれも午前10時から午し場所下総航空墓地（沼南町） 【ず法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
”つつじ荘休館”西部福祉センター休館後3時） シ内容航空機の展示、体験搭乗し資格18歳以上27歳未満の男子

腰場所市民会館ほか〔入場無料）伝初任給15万7000円

歩参加黄いずれも500円伝問い合わせ下総教育航空群広し問い合わせ自衛隊柏募集案内
‘蚕消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

｡●
●

●■
｡

｡●

lrl
〃国民年金保険料納期限＝口座振替日

し問い合わせ矢野杏(87)0053報室窓(91)2321内線356所盃(63)6884

‐官一一

5月31日(水)は固定資産

税・都市計画税第1期分と

軽自動車税の納付期限です。

忘れずに納めましょう。

一収税課蔽(85)1111-
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第12回あやめまつり
青空市出店者

瀞繍'撫占鵠

獺子ゴﾙﾌ協会静雄
■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

学繩旧制関節事(謡艤） 在宅福祉サービス
"まどか,,協力会員

湖北台幼児教室公開保育
教育研究所に新業務

電力中央研究所一般公開
英会話中級ｸﾗｽ講座生

I松戸地域就
要請会学卒

f促進求人
之人説明会

男声合唱団シヤウデイング
フオックス第3回定期演奏会

｢句集手賀沼｣作品
日曜当番医｡1週間の行事
ﾃﾚﾎﾝｻーｽ恐岨5)1313中途失 聴者の集い

あびこ親子ﾌｪｽﾃｨﾙ

1⑥火

函’
1s木I
19金

20土
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22月

25火

24水

25木

2⑰金

露法律相談＝市民相談室930～15:30(予約制）
画つつじ荘休館 ビラ西部福祉センター休館

廓税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
【扇酒害相談＝保健センター13:30～15:00

選謬市役所閉庁(一部の施設は除く）
垂少年の日

壷日曜当番医＝テレホンサービス《蒜家庭の日
壷休日救急歯科診霞日=休日叙急歯科診尉師(市民会箆内)9:00~11:30
【蚕結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

K夛心配ごと相談＝布佐市民センター9:00～15:00
【夛市民会館休館『訂市民図書館休館
《ｦ鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

‘夢法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

ｦ消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
‘謬アルコール家族教室＝天王台實年館13:30～15:30

E3市民ブラザ休館

:詞水道料金納入期限＝預金口座振替日

27土

lZ8e
29月

ろ0火

31水

『証市役所閉庁(－部の施設は除く）

‘ｦ日曜当番医＝テレホンサービス

願休日救急歯科診霞日=休日救急歯科診驚減(市民会館内)9:帥~11:30

Ｆ
ｈ
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社会福祉施設就労入門講座
短期．－ス

■■

ﾛロ

点 字教室
r点訳ボランティア養成」

SB体操会員

ザ。まつり新木の市
第8回全国健康福祉祭
島 根 大 会 参 加 者第24回千葉~腎炎

を守る
協
会

匪
総

初
会

野村生涯教育勉強会
紅自衛隊下総鵬墓地祭

2等陸｡海｡空士自衛官


